
資料４－１ 

埼玉県内におけるCSFの発生及び対応状況 

 

                      令和元年１１月２２日 

                      埼玉県農林部畜産安全課 

 

１ 埼玉県では令和元年９月１３日から１１月２１日までに養豚場におい

て５例の CSF（豚コレラ）が発生しました。 

事例 発生確認日 市町村 
殺処分 

頭数 

防疫措置 

完了日 

移動制限 

解除日 

１  9 月 13 日 秩父市 924 頭 9 月 17 日 10 月 16 日 

２  9 月 17 日 小鹿野町 1,307 頭 9 月 20 日 10 月 19 日 

３ 10 月 11 日 本庄市・神川町 2,243 頭 10 月 21 日 12/1(予定) 

４ 10 月 30 日 本庄市 994 頭 11 月 2 日 12/1(予定) 

５ 11 月 9 日 深谷市 2,153 頭 11 月 16 日 12/15(予定) 

 

２ CSF ワクチンの接種状況 

  埼玉県では、「豚コレラに関する特定家畜伝染病防疫指針」に基づき国

の確認を受けたワクチン接種プログラムにより、県内で飼養される豚等に

CSF ワクチンの接種を進めています。 

  11 月 1日（金曜日）から養豚農場で CSF の発生のあった秩父・児玉・大

里地域から順にワクチン接種を進めています。11 月 10 日現在、37 施設

41,497 頭のワクチン接種が終了しています。 

 

３ その他 

  CSF は、豚等の病気で人には感染しません。殺処分した豚の肉が市場に

出回ることはありません。万が一、感染した豚の肉を食べても人体には影

響ありません。 

  また、ワクチン接種をした豚の肉を食べても人体には影響がありません。 


